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藤

吉
崎
御
坊
跡

吉
崎
御
坊
跡
(
史
跡
指
定
調
書
)

武

勝

正

車

吉
崎
御
坊
跡
は
、
本
願
寺
第
八
世
蓮
如
が
、
文

明
三
年
(
一
四
七
一
)
六
月
か
ら
同
七
年
八
月
に

至
る
約
四
年
間
、
本
願
寺
北
陸
布
教
の
拠
点
と
し

て
坊
舎
を
構
え
た
旧
跡
で
あ
る
。

蓮
如
が
、
父
存
如
よ
り
本
願
寺
継
職
後
、
比
叡

山
延
暦
寺
の
僧
兵
の
た
め
、
京
都
の
大
谷
坊
舎
が

破
却
さ
れ
、
近
江
に
難
を
避
け
た
が
、
と
の
地
も

安
住
地
で
は
な
く
、
父
祖
以
来
の
有
縁
地
、
北
陸

の
風
景
絶
佳
の
要
害
地
吉
崎
山
上
に
布
教
の
基

地
を
つ
く
っ
た
の
は
文
明
三
年
で
、
当
時
、
吉
崎

は
、
奈
良
興
福
寺
大
乗
院
領
河
口
荘
細
呂
宣
郷
下

方
に
属
し
、
地
形
的
に
は
、
北
、
西
、
南
の
三
方

は
北
潟
湖
に
固
ま
れ
、
東
方
は
加
越
両
国
境
に
遠

亘
す
る
山
脈
が
近
傍
に
迫
り
、
蓮
如
が
坊
舎
を
建

立
し
た
「
御
山
」
は
絶
壁
の
、
北
潟
湖
に
臨
む
丘

陵
地
帯
で
あ
る
。

蓮
如
が
北
陸
本
願
寺
教
団
の
拠
点
と
し
て
吉
崎

を
選
ん
だ
理
由
に
は
、
越
前
守
護
職
朝
倉
敏
景
が

蓮
如
に
帰
依
し
、
乙
の
地
を
提
供
し
た
と
す
る
説

と
、
荘
園
領
主
で
あ
っ
た
大
乗
院
経
覚
と
蓮
如
が

親
交
が
あ
っ
た
と
す
る
こ
説
が
あ
る
。

近
年
、
朝
倉
敏
景
帰
依
説
は
、
蓮
如
の
吉
崎
来

住
の
越
前
国
支
配
者
は
、
甲
斐
、
堀
江
氏
等
で
、

朝
倉
氏
が
甲
斐
氏
に
代
っ
て
支
配
権
を
確
立
し
た

の
は
、
文
明
四
年
八
月
で
、
朝
倉
氏
寄
進
説
は
根

拠
が
薄
い
。

「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
・
「
経
覚
私
要
紗
」

に
は
、
蓮
如
と
経
覚
と
の
関
係
が
深
く
、
ま
た
「

寺
社
雑
事
記
」
文
正
元
年
七
月
一
日
の
条
に
、
河

口
荘
内
吉
崎
は
、
越
前
本
願
寺
教
団
の
中
心
本
覚

寺
が
細
呂
木
宣
郷
の
別
当
寺
と
記
し
、
蓮
如
の
吉

崎
地
選
定
の
理
由
は
、
大
乗
院
経
覚
、
あ
る
い
は

本
覚
寺
と
の
関
係
を
重
視
す
べ
き
で
、
蓮
如
が
吉

崎
退
去
後
、
本
覚
寺
が
、
吉
崎
留
守
代
表
の
地
位

を
与
え
ら
れ
て
い
る
点
等
、
蓮
如
の
吉
崎
誘
致
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る。
ま
た
、
吉
崎
は
交
通
上
要
害
地
で
、
各
地
の
門

徒
等
の
参
集
に
便
利
で
、
当
時
は
、
府
中
(
武
生
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)
よ
り
日
野
川
を
利
用
し
北
ノ
圧
(
福
井
)
に
至

り
、
さ
ら
に
足
羽
川
、
九
頭
竜
川
で
三
国
港
を
経

て
吉
崎
に
至
り
、
ま
た
、
大
聖
寺
川
よ
り
加
賀
に

入
る
北
陸
交
通
の
要
衝
に
位
置
し
て
い
た
乙
と
も

蓮
如
の
吉
崎
選
定
の
一
因
で
あ
っ
た
。

現
在
、
吉
崎
山
「
御
山
」
か
ら
地
形
的
に
は
、

南
東
方
に
か
け
春
日
山
付
近
ま
で
大
部
分
は
水
固

化
し
た
が
、
大
正
年
閉
ま
で
は
、
北
潟
湖
が
深
く

湾
入
し
、
北
方
は
樹
陰
う
っ
蒼
と
し
た
、
鹿
島
の

森
(
天
然
記
念
物
石
川
県
)
の
美
観
が
、
今
日
な

お
、
蓮
如
当
時
の
面
影
を
伝
え
て
い
る
。
御
山
の

東
方
に
向
つ
て
は
、
比
較
的
陵
傾
斜
地
で
、
こ
の

辺
を
中
心
に
他
屋
が
建
立
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ

れ
、
現
在
、
乙
乙
か
ら
山
上
を
通
っ
て
吉
崎
小
学

校
々
庭
に
通
じ
る
小
路
が
残
り
、
乙

ζ

が
蓮
如

「
遺
文
」
の
馬
場
大
路
の
位
置
に
当
る
。
浜
坂
浦

の
上
手
よ
り
春
日
山
は
要
害
地
で
掘
を
築
き
、
「

延
宝
年
間
の
絵
図
」
に
は
、
御
山
の
周
囲
に
は
土

塁
が
描
か
れ
て
い
て
現
在
も
そ
の
痕
跡
が
僅
か
に

残
っ
て
い
る
。

蓮
如
時
代
に
築
い
た
ζ

の
土
塁
は
、
延
宝
五
年

頃
ま
で
残
っ
て
い
た
よ
う
で
、
東
西
両
本
願
寺
論

争
の
際
、
こ
の
地
に
注
目
し
た
徳
川
幕
府
は
、
土

塁
を
切
り
崩
し
、
掘
を
埋
め
た
と
「
御
用
諸
式
目

録
」
に
あ
る
。
な
お
蓮
如
は
、
吉
崎
退
去
後
も
、

山
科
、
大
阪
に
本
願
寺
を
構
え
た
際
、
何
れ
も
土

塁
、
掘
の
防
護
的
寺
院
の
配
慮
を
保
ち
、
越
前
で

も
、
現
在
、
藤
島
超
勝
寺
に
は
、
寺
防
塞
の
土
塁

が
現
存
し
て
い
る
。

蓮
如
自
身
の
意
図
は
如
何
に
せ
よ
、
本
願
寺
教

団
の
主
軸
は
農
民
層
で
、
封
建
権
力
者
の
攻
撃
対

象
に
な
り
易
か
っ
た
結
果
、
城
塞
的
寺
院
の
性
格

を
持
っ
と
と
は
当
然
で
、
要
害
の
地
形
を
充
分
活

用
し
防
備
に
万
全
を
図
っ
た
吉
崎
御
坊
は
、
日
本

史
上
類
例
の
な
い
農
民
の
城
郭
的
性
格
を
持
っ
て

い
た
点
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
重
要
性
を

持
つ
土
塁
の
破
却
を
徳
川
幕
府
が
断
行
し
た
の
も

当
然
と
い
え
よ
う
。

御
山
の
下
の
字
南
北
、
西
屋
敷
の
地
は
、
昔
漁

家
、
商
家
の
あ
っ
た
地
帯
と
伝
え
、
蓮
如
時
代
作

成
、
後
世
、
江
戸
時
代
、
延
宝
年
間
模
写
し
た
「
吉

崎
御
旧
跡
絵
図
」
に
は
「
御
山
」
を
中
心
に
多
屋

出
、
出
口
、
石
堀
場
、
経
塚
、
正
庵
等
の
字
名
が

あ
る
が
、
こ
れ
を
現
在
の
位
置
に
比
定
す
れ
ば
他

屋
の
位
置
等
も
あ
る
程
度
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
南
、
北
大
門
の
位
置
は
、
文
明
五
年
八

月
二
日
付
の
「
蓮
如
遺
文
」
に
は
、
一
四
二
棟
の

門
前
町
と
発
展
し
、
諸
国
参
詣
人
の
た
め
、
「
他

屋
」
と
呼
ぶ
宿
坊
ま
建
立
し
た
乙
と
が
知
れ
る
。

蓮
如
在
住
当
時
の
吉
崎
御
坊
跡
の
規
模
は
不
明

だ
が
、
文
明
六
年
一
月
二

O
日
付
、
「
蓮
如
遺

文
」
に
は
、
本
坊
に
本
尊
な
ら
び
に
親
驚
絵
像
を

安
置
し
て
い
た
と
あ
る
。
延
宝
年
間
「
御
山
」
を

め
ぐ
っ
て
、
束
、
西
両
本
願
寺
閣
の
論
争
の
際
、

製
作
さ
れ
た
絵
図
に
も
本
堂
の
規
模
は
、
四
間
四

国
の
礎
石
の
残
存
を
記
し
、
江
戸
時
代
、
仮
堂
を

建
立
し
た
た
め
、
礎
石
の
位
置
は
多
少
動
か
さ
れ

た
よ
う
だ
が
、
大
体
現
在
地
点
附
近
で
、
現
在
九

個
の
礎
石
が
現
存
し
、

ζ

れ
が
「
延
宝
五
年
山
上

一
件
公
訴
江
戸
御
坊
日
記
」
に
あ
る
本
坊
跡
の
所

在
地
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
絵
図
に
「
五
本
松
」
と
あ
る
の
は
、
文

化
七
年
成
立
「
蓮
如
上
人
御
旧
跡
絵
妙
」
の
、
蓮

如
手
植
の
「
御
花
松
」
と
あ
る
の
に
該
当
し
、
現

在
は
枯
木
化
し
根
幹
部
を
残
し
て
い
る
。
な
お
、

乙
の
記
の
「
御
腰
掛
石
」
は
、
当
時
の
庭
石
と
推

定
さ
れ
、
昭
和
初
年
、
山
上
に
建
立
さ
れ
た
蓮
如

銅
像
の
礎
石
に
し
た
と
い
わ
れ
る
。
蓮
如
の
娘
で

吉
崎
で
死
亡
し
た
見
玉
尼
の
墓
跡
を
「
御
墓
松
」
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と
記
し
、
現
在
は
、
卵
塔
(
球
形
)
が
建
立
さ
れ

て
い
る
。

文
明
六
年
三
月
二
十
八
日
夕
刻
、
南
大
門
付

近
、
他
屋
か
ら
出
火
、
北
大
門
ま
で
延
焼
し
、
九

棟
の
他
屋
が
焼
失
し
た
が
、
乙
の
際
本
坊
も
焼
失

し
た
と
と
が
、
「
文
明
六
年
四
月
八
日
付
蓮
如
遺

文
」
に
あ
る
。
そ
の
後
、
本
坊
、
他
屋
は
再
建
復
旧

し
た
が
、
翌
文
明
七
年
春
頃
か
ら
、
加
越
両
国
に

わ
た
る
戦
国
動
乱
と
加
賀
一
向
一
授
と
の
対
決
体

勢
に
入
り
、
加
賀
国
守
護
、
富
樫
政
親
の
勢
力
余
波

が
、
吉
崎
本
願
寺
に
も
及
び
、
蓮
如
自
身
も
持
病
が

北
国
の
寒
気
に
悪
く
苦
し
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
文

明
七
年
(
一
四
七
五
)
八
月
二
一
日
に
、
朝
倉
経

景
(
つ
ね
か
げ
、
敏
景
の
弟
)
、
平
泉
寺
衆
徒
等

が
吉
崎
坊
の
下
間
安
芸
を
討
ち
取
る
た
め
夜
討
ち

を
か
け
他
屋
等
に
火
を
放
っ
た
た
め
、
蓮
如
は
身

の
危
険
を
感
じ
、
吉
崎
退
去
の
止
む
な
き
に
至
っ

た
も
の
で
あ
る
。
戦
国
時
代
成
立
の
「
蓮
如
尊
師

行
状
記
」
に
は
、
蓮
如
は
吉
崎
山
の
背
後
「
七
曲

り
」
よ
り
、
乗
船
退
出
し
た
と
あ
っ
て
、

ζ

れ
が

現
在
御
山
の
南
方
部
の
湖
辺
に
あ
る
ポ
ン
プ
小
屋

へ
降
る
小
路
に
当
る
。

以
上
、
吉
崎
御
坊
跡
(
御
山
)
は
、
文
明
七
年

武
藤

ム
一
口
崎
御
坊
跡

(
一
四
七
五
)
蓮
如
の
退
去
後
廃
寺
と
な
り
、
何

等
の
造
築
も
な
く
蓮
如
の
夢
を
秘
め
た
ま
ま
、
約

四
0
0年
間
の
今
日
ま
で
滅
び
た
ま
ま
の
姿
で
残

っ
た
「
中
世
廃
寺
跡
い
で
、
一
六
世
紀
後
半
に
お

け
る
本
願
寺
教
団
の
持
つ
立
地
条
件
、
諸
性
格
を

知
る
貴
重
な
遺
跡
と
し
て
、
史
跡
指
定
地
域
と
し

て
の
価
値
は
高
い
と
、
認
め
ら
れ
る
。
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「
延
宝
五
年
、
吉
崎
絵
図
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願
寺
史
」
第
一
巻

(
昭
和
三
六
年
京
都
真
宗
本
願
寺
派
宗
務
所
)

一
浦
周
行
著

「
法
然
と
蓮
如
」

(
仏
教
史
学
二
の
一

O
)

谷
下
二
歩
著

「
蓮
如
上
人
吉
崎
点
拠
に
つ
い
て
」

(
歴
史
地
理
六
二
1

四
)

釜
田
弘
文
著

「
蓮
如
上
人
の
吉
崎
滞
在
と
加
越
門
徒
」

(
大
谷
学
報
一
七
の
四
)

(
福
井
県
文
化
財
専
門
調
査
員
)

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）




